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報道関係各位
生きているミュージアム

 

　大阪府吹田市「EXPOCITY」の生きているミュージアム「NIFREL（ニフレル）」では、2019年2月21日（木）に
誕生したミニカバのオスの赤ちゃんの愛称を募集していましたが、応募総数9,831通の中から選考の結果、
「タムタム」に決定しました。そこで、4月13日(土)10時15分より、命名者4名を招待し、愛称命名セレモニーを
行います。

　「タムタム」は、言葉の響きにかわいらしさと親しみやすさがあり、また、パクパクさせている口からや、母
親の「フルフル」の後ろをついて歩く姿から聞こえてきそうな「音」であることが、ニフレルのコンセプト「感
性にふれる」にも共通することから決定いたしました。また、応募いただいた理由の中には、英語でおなか
を意味する「tummy（タミー）」や、カバの英名「ヒポポタマス」にちなんで、などがありました。
　今回、「タムタム」という愛称には15通のご応募がありました。その中から4名を命名者代表として、4月
13日（土）午前10時15分から行う愛称命名セレモニーに参加していただき、母親の「フルフル」にエサやり
体験をしていただくとともに、「タムタム」にすぐ目の前まで近づいてご覧いただきます。

　現在「タムタム」は生後1か月半を経過し、シワが取れて体全体が丸みを帯びており、子どもらしさがで
てきています。現在も母乳を飲んでいますが、「フルフル」の食べている干草や配合餌料にも興味が出て
きて、一生懸命噛んだりしています。「フルフル」と一緒に「ミニカバ」展示ゾーンのプールにも入り、潜っ
たり走りまわったり、時には飛び跳ねたりと、今が一番子どもらしくかわいい時期です。

　なお、「タムタム」と「フルフル」の展示は、毎日10時から15時までの限定となっております。

ミニカバの赤ちゃんの愛称が「タムタム」に決まりました！
4月13日に命名セレモニーを開催します。

愛称が「タムタム」に決定したミニカバのオスの赤ちゃん

本件は、大阪府政記者会、大阪市政記者クラブ、吹田日刊記者クラブに同時資料提供を行います。 

 NIFREL（ニフレル）　PR・広報担当　田井、西前
TEL: 06-6876-2204　FAX: 06-6876-2235　MAIL: nifrel.pr@nifrel.jp

【命名セレモニーの取材をご希望の方は、下記までお問合わせください】

2019年4月13日10時以降の取り扱いでお願いいたします。
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１．【愛称命名セレモニーについて】
《日　時》　2019年4月13日（土）10：15～10：30
《場　所》　ニフレル2階「みずべにふれる」ゾーン
《内　容》　担当キュレーターが愛称を発表したのち、命名者4名が母親「フルフル」にエサやり体験し
　　　　　ながら「タムタム」のすぐ目の前まで近づいてご覧いただきます。　
　　　　　また、命名者全員にミニカバグッズのセットをプレゼントいたします。

２．【愛称募集の結果について】
《募集期間》 2019年3月12日（火）～31日（日）
《応募総数》 9,831通  ※「タムタム」には合計15名のご応募がありました。

４．【ミニカバについて】
ミニカバは、絶滅の恐れのある貴重な動物で、西アフ
リカの限られた地域に、わずか2,000～2,500頭のみが
生息しています（IUCN レッドリストより）。
ワシントン条約の付属書Ⅱに掲載され、世界的に保護
されており、国内で飼育しているのは、「タムタム」を
含めて6園館13頭です。

３．【ミニカバ「タムタム」について】
《性　別》 オス
《体　重》 19kg（2019年4月6日測定）
《誕生日》  2019年2月21日　AM01:26
《両　親》 母親：愛称「フルフル」（6歳。2012年12月17日にシンガポール動物園で誕生）
　　　　 父親：愛称「モトモト」（5歳。2013年7月9日にチリのブイン動物園で誕生）
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※　公式ホームページ　　　　　  https://www.nifrel.jp
※　ツイッター　　　　　　　　   https://twitter.com/nifrel_official
※　Facebook　　　　　　　　　https://www.facebook.com/nifrel.jp
※　インスタグラム　　　　　　　https://www.instagram.com/NIFREL_OFFICIAL

名 称
運 営 会 社
所 在 地
営 業 時 間
休 館 日
施 設 内 容

入 館 料 金
交 通
駐 車 場 　
構 造 規 模
建 築 面 積
延 床 面 積

NIFREL（ニフレル）（館長：小畑　洋）
株式会社海遊館（本社：大阪市港区、社長：三輪　年）
吹田市千里万博公園 2-1 EXPOCITY 内ニフレル
10：00 ～ 20：00　最終入館は 19：00
年中無休。但し、年に 1回設備点検のための臨時休業あり。
8つのゾーン【いろにふれる、わざにふれる、すがたにふれる、WONDER　MOMENTS、かくれるにふれる、
みずべにふれる、うごきにふれる、つながりにふれる（生きもの約 150 種・約 2000 点）】　
ピクニックカフェ「EAT　EAT　EAT」（200 ㎡・112 席）、スーベニアショップ（NIFREL×NIFREL）
大人（16 歳以上）・高校生 2,000 円、小・中学生 1,000 円、幼児（3歳以上）600 円
大阪モノレール「万博記念公園駅」徒歩 2分
約 4,100 台（EXPOCITY 全体用駐車場）
Ｓ造（一部 SRC 造、RC造）3階建
約 3,500 ㎡（約 1,060 坪）
約 7,200 ㎡（約 2,180 坪）

《生きているミュージアム『NIFREL』施設概要》
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